
  令和２年７月１日学校だより No.４ 

児童数 ５７２名 家庭数 ４５５名 

「昔でも、日食は、すてきな天体ショー？」 

副校長  田﨑 剛 

 

 段階的に学校教育活動が再開されて、1か月がたちました。新型コロナウィルス感染症へ

の対応が続く中、2月までの様子とは違った学校生活に、児童も徐々に慣れてきている感じ

は受けますが、まだまだ不安と緊張を抱えている児童も多いようです。引き続き、児童の心

のケアも大切にしながら、教育活動を行っていきます。ご理解とご協力の程、よろしくお願

いいたします。また、東京都での新規感染者の数が、５０人規模の日が続いています。保護

者の方も、感染拡大防止にはご留意の上、ご自身のご健康にも十分ご注意ください。 

 さて、先日日本から見ることができる部分日食がありましたが、東京はあいにくの空模様

で、私は、観察することができませんでした。次回、日本で日食がみられるのは、２０３０

年になるそうです。 

日食は、太陽と地球の間に月が一直線上に並ぶことによっておこる天体現象です。地球の

軌道面と月の軌道面のずれと地球と月の公転周期により、おきやすい時期が１年間に２回あ

ります。その時期は、黄道（見かけ上の太陽の道筋）と白道（見かけ上の月の道筋）の交点

付近に来たときです。通常は、その時期それぞれに１回起こるのですが、２回起きることも

あります。最多では、１年間に５回、日食が起こることもあるそうです。地球規模でみると

割とよく起こる現象なのですが、日食を観測できる地域が限られているため、日本に限定す

ると次回が２０３０年になるというわけです。 

このように、一部地域に限ると、日食の観測機会が限定され、少ないデータからは、次回

を予測することが困難でした。したがって、古代人の多くは、突然太陽が欠けていく現象に

出会うと、訳が分からず恐れおののいたり、災害や伝染病のなどの不吉なことの前兆だと不

安になったりしていたことでしょう。今のように、すてきな天体ショーを見ている気分には、

とてもならなかったと思います。何事も、正しく知ることは、大切です。 

 

７月の生活目標 

言葉づかいに気を付けて、気持ちよくすごそう 
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『一年生を迎える会』 特別活動主任 大石 絵美

今年の１年生を迎える会は代表委員の児童が中心になって準備をし、事前にビデオ収録

したものを３０日の給食の時間に各学級で鑑賞しました。２年生からは昨年育てた朝顔の種

を、３年生からは折り紙で作ったペンダントのプレゼントがありました。１年生から６年生が力

を合わせて、笑顔あふれるすてきな大南小をつくっていきましょう。

『 １年生の活動 』 １年担任

待ちに待った 子供たちの声が、学校に戻ってきました。１５日からは全員登校になり、やっと通常に
近い学校生活がスタートしました。１年生の子供たちは小学校での生活が初めてなので、朝の支度や授
業の準備、ソーシャルディスタンスを意識した並び方などなど毎日勉強することがたくさんありますが、
本当に頑張って学んでいます。小学校ですので学習はもちろんですが、担任が一番大切に育てたいのは
たくさんのお友達と上手に関わることのできる力です。新型コロナウイルス感染症が広がる中で「自粛
警察」など人を責めるなどの行為が横行している今だからこそ、人に対しての感謝や優しさをもってほ
しいと願っています。
先日、生活科で校舎の周りの生き物や植物を探しに行きました。木に成った梅の実や
池の近くのアジサイ、学校で飼育しているうさぎのチャイなど身近な自然に触れあって
みんな嬉しそうでした。一日一日を大切に、日々の生活の中で子供たちと一緒にたくさ
んのすてきな発見や感動ができたらいいなと思います。

学校連絡メール登録ありがとうございました

皆様のご協力により、昨年末でメール登録率100％になりました。そこで個人情報の関係もあり、今年度から

は緊急連絡網を廃止します。ご理解の程よろしくお願いいたします。


